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中原区高齢者パネル調査
− The Keio-Kawasaki Aging Study −について

慶應義塾大学理工学部 教授　髙山　緑

日本では、世界に例をみないほど急速な寿命の延伸、人口の高齢化が進んでいます。いまや人
生 85 年、90 年とも言われるようになりましたが、長寿を実現する一方で、長生きできることを
誰もが喜び暮らせる社会の実現には、まだ多くの課題があります。特に健康寿命を伸ばすこと、
そして健康状態に関わらず、誰もが地域で尊厳と幸福感 (well-being) を感じて生活できる社会を
創ることは、超高齢社会にとって急務の課題のひとつです。

　私達はこの課題に心理・社会学的視点から取り組むために、2014 年度、The Keio-Kawasaki 
Aging Study（通称 K2 Study）を立ち上げ、中原区・高齢者パネル調査（調査票名「長寿社会の
健康と暮らしに関する調査」）をスタートさせました。本研究の大きな目標は、今後急増するこ
とが見込まれる後期高齢者、超高齢者の健康、寿命、そして幸福感（well-being）に寄与する心
理的要因、社会的要因を明らかにすることです。特に、従来、老年心理学や社会心理学が着目し
てきたソーシャル・サポートや社会参加活動だけでなく、ソーシャル・キャピタルの視点から、
地域のネットワーク、地域への信頼感や互酬性の規範、地域環境などにも着目し、心理的・社会
的要素が相対的に若い高齢期から超高齢期にかけて量的・質的にいかに変化／安定するか、心
理・社会的要素が後期高齢期、超高齢期の心身の健康、寿命、well-being にいかに影響を与えるか、
さらに高齢期と超高齢期での幸福感の予測因子と、健康・寿命の予測因子の共通点と相違点は何
かを解明していくことを目指しています。これらの解析を進め、今後、一層本格化する超高齢社
会における well-being と健康に資する施策への提言にもつなげていきたいと考えています。

★K2 studyのねらいと特徴
（1） 超高齢期を射程にいれたパネル調査

K2 s t udyにはいくつかの特徴があります。第
１の特徴は、後期高齢期（75歳以上）、超高齢期

（85 歳以上）の高齢者を対象にしている点です。
国連の世界人口推計によると、超高齢期を含む
80歳以上の高齢者人口は今後、高齢者人口の中

でも、最も急速に増加することが予測されてい
ます（United Nat ions, 2015）⑴。しかし、従
来の高齢者調査、あるいは高齢者も対象にした
調査の多くは、70歳代前半までの比較的若い高
齢者を中心に実施され、70歳代後半以降の高齢
者のデータは充分ではありませんでした。その
理由のひとつは後期高齢者のデータを収集する
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ことの困難性にありますが、本調査では、二段
無作為抽出法により、地域在住の75歳以上の高
齢者約900名に協力をいただいています。

第２に、調査協力者を75±１歳、80±１歳、
85±１歳（第１回調査時点）の年齢群からサンプ
リングしている点です。75歳は所謂「後期高齢
期」と呼ばれるライフステージの始まりの年齢と
なりますが、実際には身体機能、認知機能も相
対的に高く、活動意欲もまだ高い高齢者が多い
年齢群です。一方、ドイツの研究者バルテスは、
人口学的視点からも、個人の加齢変化の視点か
らも、80歳ころから高齢期の新しいフェーズ、
すなわちthe four th age（人生第４期）に入ると
指摘しています（Bal tes and Smith , 2003）⑵。
T h e f o u r t h a g eは人口学的には、同じコホー
トのうち、成人まで生存していた者の半数が亡
くなる年齢です。いつからthe four th ageとな
るかは国・地域によって異なりますが、先進国
では80 ～ 85歳ころにその分岐点があることが
示されています。また、個人の加齢変化の視点
からは、身体機能、認知機能の低下や、社会関
係の縮小が一段と明確になる時期をthe f ou r t h 
a g eの始まりとします。個人差は大きいですが、
概して、同じ頃（80歳頃）にその時期を迎える
とされています。この観点から見ると、80歳は
the four th ageに差し掛かる時期、85歳は人口
学的にも、個人的にも本格的なthe four th age
を迎える時期になります。K2 s t ud yでは、この
ような相対的に元気で、活動的な高齢者が多い
75歳から、心身機能、社会関係の変化がより顕
在化してくる80歳、そして本格的にthe four th 
a g e、あるいは超高齢期と呼ばれる時期に入る
85歳の各年齢群の高齢者の方たちを縦断的に追
跡調査させていただくことで、変化の大きな後
期高齢期から超高齢期における加齢変化、およ
び高齢期内の年代差を解析するとともに、加齢
変化の個人差を検証します。

（2） 超高齢期の健康、寿命、w e l l - b e i n gに影
響を与える心理・社会的要因の解明

第３に、心理的指標、社会的指標を幅広く測

定している点にK2 s tudyの特徴があります。現
在、85歳以上を射程にいれた「超高齢者研究」は
オランダ、イギリス、日本など世界各地で進め
られています（あるいは進められてきました）。し
かし、その先駆的な研究の多くは医学的視点を
重視した研究であり、必ずしも心理的指標、社
会的指標は充分に測定されていません。健康や
寿命、病気という観点から、まず医学・生理学
的研究が行われたことは当然のことですが、今
後、高齢期・超高齢期の健康寿命、wel l -be ing
のリソースを明らかにしていく際には、心理的指
標、社会的指標も不可欠な要素となります。

心理・社会的要因として、K2 s tudyが着目し
ている要素のひとつに「地域」があります。地域
環境は高齢者の健康やw e l l - b e i n gに大きな影
響を与える可能性があります。杉澤（2016）⑶は、
その理由について、以下の２点を挙げています。
第１に高齢期になると、職域からの引退や心身
機能の低下から、生活範囲が地域に限定される
ことが多くなり、そのことで地域環境への暴露
時間が長くなり、影響が強く現れる可能性があ
ります。第２に、高齢者は加齢に伴い、身体的・
精神的な機能の低下、社会的ネットワークや社
会的支援の縮小を経験する事が多く、そのよう
な身体的、心理的、社会的な面での脆弱性が増
大することにより、同じ環境下に置かれていて
も、若い人と比較した場合、影響が強く現れる
可能性があります。しかし、高齢期、超高齢期
を視野に入れた実証的な検討はまだ充分に行わ
れていません。本研究では、これまで社会関係
の重要な指標であったソーシャル・ネットワーク、
ソーシャル・サポート、社会参加活動にとどまら
ず、ソーシャル・キャピタルの視点から、地域
のネットワークや地域への意識・態度、地域環
境にも着目し、それらが高齢期、超高齢期の健康、
寿命、そしてw e l l - b e i n gといかに関連するか
検証していきます。

（3）「こころの中で繋がっている」他者との関係
第４に、従来の社会関係に関する研究では、

充分に取り上げられて来なかった、高齢者の「こ



－ 3 －

－ 6161 －■　中央調査報　No.703・平成28年5月10日発行

表　K2 studyの指標の領域と主な変数

ころの中での他者との関係性」についても取り上
げているところに本研究のもうひとつの特徴が
あります。身体的機能の低下や、死別などによ
り、実際に対面することが難しい状況になって
も、人は大切な誰かを思うことで、元気がでたり、
励まされたり、温かい気持ちが湧いてくること
があります。We l l - b e i n gの源泉になることも
あるでしょう。そのような「こころの中での他者
との関係性」についても、本研究では構成概念の
検討、指標の開発をしながら、実証的な研究を
進めています。これはたいへん挑戦的なことと
認識していますが、高齢者の他者、社会との繋
がりを総合的に理解する上では欠かせない要素
だと考えています。

★第１回調査の概要
K2 Studyは慶應義塾大学、東京大学、東京都

健康長寿医療センター研究所、東海大学の研究
者の共同研究であり、文部科学省の補助事業で
ある慶應義塾大学博士課程教育リーディングプ
ログラム（オールラウンド型）「超成熟社会発展の
サイエンス」、および科学研究費助成事業（科研
費）の助成を受けて実施しています。実査は中央
調査社に担当いただいています。2015年2〜3
月に第１回パネル調査を実施しました。今後、隔
年で追跡調査（縦断研究）を進めていく予定です。

第１回パネル調査は慶應義塾大学と川崎市と
のパートナーシップ協定に基づき、川崎市、川
崎市中原区のご協力をいただき実施しました。

指標の領域 主な変数

健康に関する指標

主観的健康感、生活活動動作能力 (ADL)、高次生活活動動作能力（IADL; 手
段的自立、知的能動性、社会的役割を測定）、病気の有無、通院状況、 
要介認定の有無と程度、福祉・介護サービスの活用、医療サービスの活用、
健康行動、痛み（部位、期間、程度）

Well-being の指標
感情的側面：ポジティブ感情、ネガティブ感情 
認知的側面：生活満足度、人生満足度 
精神的健康（WHO5)、孤独感

心理指標 性格特性（５因子）：神経症傾向、外向性、開放性、調和性、誠実性 
自己効力感

社会指標①

ソーシャル・ネットワーク： 同居家族，別居子の有無と交流頻度，その他の
別居の家族・ 親族との交流頻度、友人の数，友人との交流頻度 
ソーシャルサポート： 家族・友人・地域からの情緒・手段・承認・情報サポー
ト 
コンパニオンシップ（家族、友人）、ネガティブな関係（家族、友人） 
家庭内での役割

社会指標②

居住年数 
地域のネットワーク：地域内にいる家族・親族の有無，地域でおつきあいの
ある人の数、交流頻度、地域活動（地域の催しものなど）への参加 
地域への意識・態度（コミュニティ感覚）： 地域への愛着、地域の凝集性、
メンバーシップ、地域への信頼感、互恵性の規範、緊急時の地域資源への信
頼感 
地域の施設・サービスの満足度 
社会参加活動：参加の有無，活動の種類，活動頻度，活動の効果 
地域広報の利用

認知機能 MMSE

基本的属性 年齢、性別、教育歴、経済状態
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対象者は川崎市中原区在住の75±1歳, 80歳±
1歳，85±1歳の方から二段無作為法により抽出
し、調査協力を依頼して873名の方にご協力を
いただけました。川崎市、中原区、調査にご協
力いただいた皆様には紙面を借りて、あらため
て感謝を申し上げます。

調査項目については、表にまとめたように、
健康に関する指標、w e l l - b e i n gに関する指標、
性格特性などの心理指標、そしてソーシャル・
ネットワーク、ソーシャル・サポート、地域と
のつながりなどの社会指標を中心に測定してい
ます。

★第１回調査の分析結果から
第１回パネル調査が完了後、2015年夏までに

詳細なデータ・クリーニング、スコアリングを
終え、現在、データ分析を進めています。まだ
公開されていない解析結果も多く、全てをここ
で紹介することはできませんが、2015年秋から
2016年春にかけて学会発表した内容（日本心理
学会第79回大会（2015年9月22〜24日、名古
屋国際会議場）、日本発達心理学会第27回大会

（2016年4月29日〜5月１日、北海道大学））を
中心に、いくつか分析結果をご紹介します。

（1） 後期高齢期、超高齢期のwel l-being
寿命が延伸し、若く元気な高齢者も増加して

います。S t o n eらによる、アメリカの10代から
80代までを対象にした全国調査では、人生満足
度のピークは70代後半から80歳頃にあることを
示唆しています（Stone et al. , 2010）⑷。つまり、
若い高齢期は人生の “黄金期” とも言えるでしょ
う。We l l - b e i n gを高く維持させる要因やプロ
セスが、少なくとも若い高齢期には効果的に働
いているように見えます。しかし、超高齢期に
入るとwell-beingはどのようになるでしょうか。
超高齢期では、それまでw e l l - b e i n gのリソー
スとなっていた身体機能や認知機能の低下、死
別などによる社会関係の縮小などが生じやすく
なるため、wel l -be ing低下のリスクが高まるこ
とが指摘される（例えばBal tes & Smith , 2003

⑵）一方で、超高齢期まで「生き抜いてきた」高齢
者には頑健性があり、w e l l - b e i n gはさほど低
下を示さないことを指摘する研究者もいます（例
えば Gersor f e t a l . , 2008⑸）。

ところで、wel l -be ingにはいくつかの側面が
あります。例えば感情的な側面からみるとポジ
ティブ感情の高さとネガティブ感情の低さから
捉えることができます。また、人生や生活への
評価といった認知的側面からみると、日々の生
活満足度、さらに人生満足度から測定すること
も可能です。K2 s tudyではポジティブ感情、ネ
ガティブ感情、生活満足度、人生満足度、さら
には精神的健康（W H O -5）、孤独感など多様な
指標を用いて測定し、w e l l - b e i n gを多面的に
捉えています。

今回、K2 s tudyでは後期高齢期、超高齢期の
w e l l - b e i n gの年齢差を検討するための第１歩
として、well-beingの感情的側面であるポジティ
ブ感情、ネガティブ感情、およびw e l l - b e i n g
の認知的側面である生活満足度、人生満足度の
指標を用いて、75±１歳、80±１歳、85±１
歳（以下、それぞれ75歳群、80歳群、85歳群
と呼ぶ）の高齢期の３つの年齢群の比較を行いま
した。分散分析により年齢差を検討したところ、
ポジティブ感情、ネガティブ感情、生活満足度
ともに、年齢群差は示されませんでした。一方、
人生満足度に関しては、85歳群が75歳群と比
較して有意に高いことが示されました。

今回の分析結果は加齢変化ではなく、あくま
で横断データによる年齢群の比較ですが、wel l -
be ingの感情的側面、認知的側面ともに、後期高
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齢期から超高齢期にかけて安定していることが
示唆されました。さらに人生満足度に関しては、
より高齢になる方が高まる可能性が示唆されま
した。これはparadox of ag ing （Löckenhoff 
& C a r s t e n s e n , 2004⑹; 高齢期になりw e l l -
be ingのリソースが低下しても、wel l -be ingは
必ずしも低下を示さない現象）が超高齢期におい
ても存在することを意味します。 今後、追跡調
査を行い、縦断データからもこの現象を検討し
ていきます。また、縦断的にデータを追うことで、
wel l -be ingが安定している者、低下する者、上
昇を示す者など、wel l -be ingの加齢変化におけ
る個人差が示される可能性もあります。加齢変
化の個人差と、その差をもたらす要因について
も今後、明らかにしていきたいと考えています。

（2） We l l - b e i n gと身体機能、認知機能との関
連性

George（2010）⑺によると、wel l -be ingの
予測変数に関する先行研究では、これまで50以
上の変数が検討されています。中でも「健康」は
青年、成人、（少なくとも比較的若い）高齢者、
いずれの年代でも重要なw e l l - b e i n gの予測因
子として報告されています。健康の指標には主観
的健康感が使用されることが多いですが、身体
機能（日常生活動作能力（ADL）や高次日常生活
動作能力（IADL））が用いられることもあります。

今回、超高齢期にも同様の傾向が当てはまる
か、75歳、80歳、85歳の年齢群ごとに、wel l -
beingと健康、認知機能との関連を検討しました。
従属変数にはwell-beingの指標であるポジティ
ブ感情、ネガティブ感情、生活満足度、人生満
足度を使用しています。対象者全体と３つの年
齢群別にwe l l - be i n gの各指標を従属変数とし、
要介護認定の有無、主観的健康感、高次生活機
能（老研式活動能力指標；下位尺度として、手段
的自立、知的能動性、社会的役割を測定）、認知
機能（MMSE）、および年齢群と性別を説明変数
として、重回帰分析を行いました。

対象者全体では、We l l - b e i n gの指標によっ
て関連する要因が少しずつ異なりますが、概し

てw e l l - b e i n gには主観的健康感、高次生活機
能の知的能動性（項目例「新聞を読む」）と社会的
役割（項目例「相談にのる」「話かける」）と関連
することが示されました。

また、年齢群別にみると、年齢群が高いほう
が分析モデルの説明率が高い傾向が示されまし
た。また、興味深い年齢群差も示されました。
比較的若い高齢群では、主観的健康感とともに
知的能動性、認知機能といった知的活動、知的
能力がw e l l - b e i n gと関連しましたが、より高
齢な年齢群になると、主観的健康感とともに社
会的役割の影響が強くなることが示されました。
この結果は、超高齢期の心理的適応のプロセス
を理解する際、知的能力と社会的要因の双方か
ら検討することの重要性を示唆しています。

（3） 後期高齢期、超高齢期の家族、友人関係と
wel l-being

K2 s t u d yでは、後期高齢期、超高齢期の社
会関係について様々な視点から測定しています。
同居家族、別居子の有無と交流頻度、子供以外
の別居の家族・親族との交流頻度、社会的役割、
親しい友人の数、友人との交流頻度、家族・友
人・地域からのソーシャル・サポート（情緒的・
手段的・承認・情報サポート）、家族・友人との
コンパニオンシップ、家族・友人とのネガティ
ブな関係などです。ここでは家族、友人とのネッ
トワークとソーシャル・サポート、コンパニオ
ンシップの指標をもとにした分析結果をご紹介
します。

ところでソーシャル・サポートとは、困った
時に周囲から受ける支援のことであり、一方コ
ンパニオンシップは支援と関係なく、趣味活動
を共に行う、おしゃべりをするといった共行動
に代表される、満足感や喜びをもたらす社会関
係（Rook,1987）⑻を指します。

家族のネットワーク（構造面）からみると、家
族関係では、男性は配偶者が中心、女性は80歳群、
85歳群になると配偶者以外の家族との関係が中
心となり、女性の場合は独居でも別居子との交
流頻度は頻繁にされていることが示されました。
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また、機能面では、家族からのソーシャル・サポー
ト（情緒的サポート、手段的サポート、承認サポー
ト、情報サポート）とコンパニオンシップには年
齢群差はみられず、いずれも平均値は高い傾向
が示されました。

一方、友人関係では、年齢群が高くなるにつ
れて「親しい友人」の数は減少する傾向があり、
85歳群では「親しい友人はいない」が３割になり
ます。一方、友人関係をもっている人に限定す
ると、交流頻度には年齢差はみられません。機
能面では、85歳群の女性では、ソーシャル・サポー
ト、コンパニオンシップともに他群よりも有意
に低いことが示されました。

さらに、家族・友人からのソーシャル・サポー
ト、コンパニオンシップとw e l l - b e i n gとの関
係をみると、いずれの年齢群でも、家族からの
サポートとコンパニオンシップはともにw e l l -
b e i n gの各指標と有意な関連性が示されました。
We l l - b e i n gの感情面、認知面双方に効果が示
されるのは、後述するコミュニティ感覚とは異
なる、ソーシャル・サポートとコンパニオンシッ
プの特徴です。一方、友人からのサポートとコ
ンパニオンシップは、75歳群より80歳群、85
歳群でw e l l - b e i n gの各指標と有意な関連性が
示されました。興味深いことに、家族、友人と
もに、ソーシャル・サポートよりも、コンパニ
オンシップ得点の高さがw e l l - b e i n gの各指標
とより強い関連性があることが示されました。

今回の分析から、親しい友人関係は高齢群に
なるほど「無い」傾向が高まる一方で、友人がい
る場合には、より高齢群になるほどwel l -be ing
への貢献は大きくなる可能性が示唆されました。
また、配偶者、子ども、友人らと「一緒に楽しい
ときをすごす」「趣味や関心ごとを共有する」こ
とが、後期高齢期、超高齢期のw e l l - b e i n gの
各側面に対して重要な要素となることが示され
ました。

（4） ソーシャル・キャピタルとw e l l - b e i n g−
地域コミュニティとのつながりとコミュニ
ティ感覚の視点から

ソーシャル・キャピタルとは「人々の相互利益
のための協調と協力を促進する、ネットワーク、
信頼、互酬性の規範といった社会組織の特徴」

（Putnam, 1993）⑼です。実際には、ネットワーク、
信頼感、互酬性の規範、社会参加活動などから
測定していきます。K2 studyでは、OECD（2001）
⑽がソーシャル・キャピタルの測定基準の原則
として挙げている２つの基準：第１に、重要な
要素（ネットワーク、価値観及び規範）の対象範
囲ができるだけ包括的であること、第２に態度
や主観的な要素（例えば、信頼感）と行動面の要
素（例えば、団体への参加、社会的な結びつきの
程度）との間のバランスがとれることを念頭にお
き、地域コミュニティにおけるネットワークや、
地域に対する意識・態度、社会参加活動（参加
の有無、種類、頻度、活動意義）、地域の催し物
への参加などを測定しています。

本稿では、第１に、後期高齢期から超高齢期
にかけて、地域ネットワークのあり方と地域活
動への参加の実態、および地域に対する態度や
意識を把握すること、第２に地域に対する態度
や意識 （以下、「コミュニティ感覚」と呼ぶ；ソー
シャル・キャピタルの重要な要素である「地域へ
の信頼感」、「互酬性の規範」とともに、「地域へ
の愛着」、「地域の凝集性」（地域住民の類似性）、

「メンバーシップ」（地域の一員という意識）、「緊
急時の地域資源への信頼感」の６要素）とwel l -
be ingとの関係性を検討した結果を紹介します。

分析の結果、地域とのネットワーク（同じ地域
に住む家族・親族の有無、地域でつきあいのあ
る人の人数）に関しては、有意な年齢差は示され
なかった一方、地域での活動性（地域の人との交
流頻度、地域の催しものへの参加）は85歳群に
なると低下する傾向が示されました。

コミュニティ感覚については、「地域の凝集性」
を除き、年齢差、性差ともに示されず、コミュ
ニティ感覚の個人差は年齢、性別以外の変数の
影響を受けていることが示唆されました。

コミュニティ感覚とw e l l - b e i n gとの関連の
検討では、年齢群ごとに、ポジティブ感情、ネ
ガティブ感情、生活満足度、人生満足度、およ
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び孤独感をそれぞれ従属変数とし、コミュニティ
感覚と居住年数を説明変数とする重回帰分析を
行いました。分析の結果、ポジティブ感情、ネ
ガティブ感情においては、有意となる変数は示
されませんでした。一方、人生満足度と孤独感
にはコミュニティ感覚の影響が示されました。
興味深いことに、「地域への愛着」を中心として、
より高齢になるほど、コミュニティ感覚が人生
満足度を上げ、孤独感を低減させることに影響
し、説明率も高まる傾向が示されました。すな
わち、人生満足度に対して、75歳群ではコミュ
ニティ感覚は有意ではありませんでしたが、80
歳群ではコミュニティ感覚のうち「地域への愛
着」、「互酬性の規範」、「地域の凝集性」、85歳
群では「地域への愛着」と「緊急時の地域資源へ
の信頼感」が人生満足度へ有意に寄与していまし
た。一方、孤独感に関しては、75歳群では「地
域の凝集性」、80歳群では「地域への愛着」、85
歳群では「地域への愛着」、「緊急時の地域資源
への信頼感」と居住年数が孤独感の低減に有意

に寄与していました。
超高齢期になると、地域に根づき、地域で “良

く生きられている” ことが、人生満足度や社会的
アイデンティティを高めていくのかもしれませ
ん。そして地域への意識は、超高齢期では、日々
の生活での感情や満足感より、むしろ人生のよ
り深い孤独と充足感（人生満足度）と関連してく
るのかもしれません。

◇今後の展開
2016年度に第２回パネル調査を行う予定です。

これにより時系列的な変化を解析することが可
能となります。さらに、既存統計のマクロ的な
指標も用いて、本調査のデータと合わせて分析
を行う準備も進めています。ミクロ、マクロの
視点から、人間の健康、寿命、w e l l - b e i n gに
影響する心理・社会的要因の解析を進めていく
なかで、超高齢期の心理的適応のメカニズムを
明らかにしていきたいと考えています。
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4月の時事世論調査
4月の時事世論調査の結果、安

倍内閣の支持率は前月比2.7ポイ
ント増の45.3%で、3月調査で6
カ月ぶりに下落したが1カ月で持
ち直した。不支持率は前月比2.1
ポイント減の34.2％だった。

調査は全国の成人男女2,000
人を対象に、個別面接聴取法で4
月8日から11日に実施。有効回
収（率）は1,268（63.4％）。

この時期の国内の動きは、
新党名は民進党：民主、維新

両党は新党協議会を開き、新党
の名称を「民進党」とすることを
正式に決めた。1996年に結成し
た民主党の名は約20年で消える
ことになる（3月14日）。

八尾空港で小型機墜落：大阪
府の八尾空港で男性4人が乗っ
たプロペラ機が滑走路に墜落し、
全員が死亡。神戸空港を離陸し、
八尾空港での着陸をやり直そう
としていた最中に事故が起きた

（3月26日）。
民進党156人で発足：民主・

維新両党による合流新党「民進
党」は結党大会を開き、衆参両院
で156人の勢力となった。党首
は岡田克也代表（3月27日）。

２年ぶりに15歳少女を保護：
2014年3月に中学校から帰宅途
中に行方不明となっていた埼玉
県朝霞市の15歳少女が、東京都
中野区で保護された。23歳の男
に監禁されていたとみられる（3
月27日）。

安保法施行：改正10法を束ね
た一括法と新法からなる安全保
障関連法が3月29日施行された。
歴代政権が禁じてきた集団的自
衛権行使が可能となり、専守防

国民５千万人の個人情報流出：
トルコで、国民の3分の2余りに
あたる約5000万人分の氏名、個
人番号、住所などを含む個人情
報がインターネット上に流出す
る事件があり、検察当局が捜査
を開始した（4月6日）。

インドの寺院火災で死者105
人：インド南部ケララ州のヒン
ドゥー教寺院で花火の爆発が原
因とみられる火災で、当局による
と少なくとも105人の死亡を確認、
負傷者は500人以上（4月10日）。

政党支持率　自民党は前月比
0.8ポイント増の23.9％だった。
3月末に誕生した民進党は4.2％
で、3月調査の民主(5.6% )・維
新(0.4% )両党合計の6.0％を1.8
ポイント下回り、期待感が低かっ
た。公明党は0.1ポイント増の
3.1％、共産党は0.9ポイント減の
1.4%。支持政党なしは63.6％で
前月より0.9ポイント増加した。

国民の景気感　「良くなった」
は前月より1.2ポイント減少して
5.1％、「悪くなった」は3.5ポイ
ント増加して27.9％。時事世論
景気指数は前月比8ポイント減の
112となった。

暮らし向き　昨年の今頃と比
べて「楽になった」は前月より0.3
ポイント増加して4.5％、「苦しく
なった」は1.3ポイント増加して
24.6％となった。

衛政策を転換させることになる
（3月29日）。

鴻海とシャープが正式契約：
シャープは、台湾・鴻海（ホンハイ）
精密工業から3888億円の出資を
受け入れる契約を結んだ。日本の
大手電機メーカーとしては初めて
外資傘下に入る（4月2日）。

駅で投票が可能に：改正公職
選挙法が参院本会議で可決・成
立し、国政選挙や地方選挙の投
票を、自治体の判断で駅や商業
施設などで投票できるようにな
る。期日前投票の時間帯も延長
が可能となり、18歳選挙権と同
様、夏の参院選から適用される
見通し（4月6日）。

自衛隊機墜落：鹿児島県上空
で航空自衛隊入間基地所属の
U125飛行点検機が消息を絶ち、
捜索の結果、乗員6人全員の死亡
が確認された。行方不明機は、海
上自衛隊鹿屋航空基地を離陸後、
鹿屋市の御岳山頂近くの山腹に
衝突したとみられる（4月8日）。

G7外相、広島で原爆慰霊：主
要７カ国外相会合が広島市で開
かれ、ケリー米国務長官ら核保
有国の米英仏を含む外相らは、
平和記念公園や原爆資料館を訪
れ、原爆慰霊碑に献花した（4月
11日）。

国外では、
米大統領キューバ訪問：オバ

マ大統領は、現職の米大統領と
して88年ぶりにキューバを訪問
し、カストロ国家評議会議長と
会談した（3月21日）。

ベルギーで連続テロ：ベルギー
の首都ブリュッセルの空港や地
下鉄駅で相次いで爆発があり、
地元メディアによると30人以上
が死亡、200人以上が負傷した
と報じる。過激派組織イスラム国
が犯行声明を出した（3月22日）。

核保安サミット閉幕：ワシン
トンで50カ国以上の首脳級が参
加した核セキュリティ・サミット
は、核テロの脅威に対して、核
物質の管理強化や情報共有をす
るとした共同宣言を採択した（4
月1日）。

◇  告　知　板

時事世論景気指数

2008年 09年 10年 11年 12年 13年 14年 15年
42.0 61.0 96.8 84.1 97.2 143.8 129.1 126.0
15年 （３月）（４月）（５月）（６月）（７月）（８月）（9月）

124 130 134 131 124 132 123
（10月）（11月）（12月） 16年 （１月）（２月）（３月）（４月）

123 130 129 132 111 120 112
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